
第5 回 和歌山県障害者ふれあい

インドアアーチェリー大会開催要項

1  目  的    本大会は、県内外の障害者と健常者が共にアT チェリー競技を行うことにより、その

技術の向上と普及を図るとともに、親睦の輛を広げることを目的とする。

2  主  催    和歌山県障害者スポーツ協会

3  主  管    和歓山県障害者スポーツ協会アーチェリー部会

4  後援 ・協力   日本身体障害者アーチェリー違盟   近畿身体障害者アーチェリ‐連盟

(予定)    和歌山県アーチェリー協会      和歌山県子ども ・女性 ・障害者相談センター

5  開 催 日   平成 2 1 年 1 1 月 8 日 (日)

6  場  所   和歌山県子ども・女性 ・障害者相談センター 体育館!

(和歌山市考見1 4 3 7 - 2 1 8 )

7  競技種目
~
  H
・
8 M インドアタニゲットラウンド
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リカ= ブ部P3及びコンパウン常 『P目    
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8  日  程   ( 1 ) 受 付 開 始     9

(2 ) 開 会 式      9

(3 ) 競 技 開 始    1 0

(4 ) 昼   食     1 2

(5 ) 競 技 開 始    1 3

(6 )  表彰 ・閉会式    1 6

弁  当

O O

3 0

0 0

0 0

0 0

0 0   (競技の進行状況により変更します。)

9  競技力法   競技方法は局」に定める。(副紙競技方法と注意事項を参照)

1 0  競技規則   全日本アーチェリー連盟規貝」及び日本身体障害者アーチェリー連盟競技規則、

当競技大会申し合わせ事項による。

1 1  表  彰    (1 )  リカーフ部門は3 0 射終了後にスコアによリクラス分けを行い、6 0 劉の合

計点で各クラス 3 位まで表彰する。

(2 )  コンパウンド部門は3 0 射終了後のクラス分けを行わす、6 0 射の合計点で

表彰する。(表彰する順位は、申込人数により変更)

(3 )  障害者部門として、リカーフ部門の障害者のうち、6 0 射の合計点で男女各

上位 3 名まで表彰する。(表彰する順位は、申込人数により変更)

なお、持ち回り優勝杯は、障害者部門の男女各 1 位に対し授与するものとす

る。

1 2
~
 参 力B 費

十一
千
‐= 破あ部

! ― ~ ・~ 十一_ ―
フ丁0 0 0 F

少年の吉8 (高校生以下)   1 , 5 0 0 円 ※少年には 1 8 歳以下の障害者を含み

ます

1 , 0 0 0 円 ※参加費はスポーツ保険料を含みます

※弁当は希望者のみです

1 3  申込力法    居」紙参加申込書に必要事項を記入の上、参力0費 ・弁当代を郵便振替にて送金後、平成

2 1 年 1 0 月 1 3 日 (火) までに下記までお申し込みください (送金先は申込用紙を

参照)。申し込み多数の場合は先着順とさせていただきます (申込後のキャンセルは受

け付けません)。

< 申込先> 〒6 4 9 -1 2 0 2  和歌山県日高郡日高町萩原 1 1 4 0  崎山 貴文

自宅 T el& Fa x : 0 7 3 8 -6 3 -2 7 9 5  携帯 i0 9 0 -2 19 4 -0 14 7

1 4  間 台 先    < 示B歌山県障害者スポーツ協会アーチェリー部会長>

尾崎 直彦       :0 9 0 -5 6 4 5 -6 8 4 0

< 試台事務電> 崎山 貴文 (電話番号は上記の申込先を参照)

< 和歌山県障害者スポーツ協会>     :0 7 3 -4 4 5 -7 3 1 4



競 技 方 法 及 び 注 意 事 項

競技方法

1 本大会の競技は、全日本アーチェリー連盟競技規則インドアターゲットアアーチェリーラウンド及び当競技会申し合わせ事

項により1 8 m ダブルラウンドで、リカーブ部門は4 0 c m 標的面 (上下2 段) 、ヨンパウンド部門は三つ目標的面を使用し

て行いま曳

2  フリープラクティス…4 分 1 回 行射本数制眼無

A 立 4 分…矢取り

B 立 4 分一矢取り

C 立 4 分…矢取り

D 立 4 分…矢取り

3 行射…2 分 3射 A tt l■的) 2 分 3 射 ・B 立 (下的) 2 分 3射…矢取り

c 立 (上面) 2 分 e射 `D 立 (下的) 2 分 3 射…失取り

B 立 (上面) 2 分 3射 ・A 立 (下的) 2 分 3射…矢取り

r
~
づ豆 l■EDl ″分3痴 ic 立 ぃ酌) 2 分弱付i張 取りの繰り返し
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コンパツンド部門は、A 立は一番左の的を、B 立は左から3 列目の的を、C 立は左から2 列目の的を、D 立は一番右の的を

行射してください。

4  行射終了後は直ちにシューティングラインを離れて下さい。車梅子等の使用者はボウスリィグを外して行射終了の意志表示

をすること古

5 競技の進行は、ブザー又はホインスルにより管理しま丸

注意事項

1 跳ね返り失 ・貫通矢 ・ぶら下がり矢が生じた場合は、弓を頭上に上げて審判員に合図すること。

2 跳ね返り矢 ・貫通失は、すべての大に正確な印を的中孔に付けられていた場合のみ、採点の対象としま坑 的中孔の印は競

!      技者自身で付けること。

3 眺ね返り矢でない限り、矢を落下させるか、発射ミスをした場合、その矢の一部がシューティングラインと3 m ラインの中

にある場合再発射する事が出来る。

4  何等かの理由で行射が中断した場合、もしくは弓具 トラブルが認められ、射ち残し矢がある場合、

残り矢 1本につき4 0 秒の時間を与え、競技再開、もしくはエンド終了後に補充しま丸

5 採点は相互採点とし、得点の読み上げは矢の所有者が行い、記入は同的の選手が記入すること。

記録した各矢の得点訂正は、相互採点の相手の選手にFl lE してもらうこととする。

一 ―― 得点報告等―― _   _  _  ― 一 一  ――――‐―・‐――一

1 第1 グーム (午前のグーム) 終了後に得点を集計してスとアカードを自分の立ち位置に置くこと。

リカーブ部門はクラス分けを行いま曳

2 競技終了後、得点を確認し、選手と採点者のサインの上、スコアカードを各クラス及びC P の別l
~
2 出すること。

そ の 他

1 競技場 (体育働 内では、体育館シューズを使用して下さい。

2 競技場内では禁煙で曳 飲食は定められた場所で適宜行つて下さい。

3 貴重品・所持品等は各自で管理して下さV、

4 判らない事があれば審判員 ・スタンフにお尋ね下さい。                
′

5 自分が出したゴミは、各自で処理していただきますよう、お願いいたしま曳

6 開閉会式、試合中に撮影した写真を広報等に利用させていただくことがありま曳 ご了承願いま丸



5 回和歌山県障害者ふれあしヽ

ン ドアアーチェリー大会

参 加 申 込 書

団  体  名 :

酪 害討I塩旨g歌呂: IL L

3 参均8受付t/1 院 駄 申 てF A X 題 冊に しま曳 届か和 閣 よ 弱 ΨP こヽ控繋くださしヽ

副質振誉□嘩  1 4 7 5 0 - 1 9 2 0 4 0 7 1
□座名義 和軸山剰時書畜S れあいインド/ / ―チェリー大会運当委員会
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参加費  一般の部 2 , O O O 円×

り輝ЧttB l , 5 0 0 円X

弁 当 代 1 , O O O 円×

合   計

円  晴奇罰げ発拒顧で曳

円  母凶ゑ 印ほ凱亜遜ける

円  醐 毒罰醸附ま曳
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矩
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2 R 〕まリカー発 『駄C P はコンパウンド甜節寧先


